
北海道

おもてなし
ハンドブック

北海道道徳教育推進委員会

小学校1・2年

ほっ　かい　どう



はじめに
大
たい

切
せつ

にしたい「おもてなしの心
こころ

」

　「おもてなしの心
こころ

」は、えがおであいさつをしたり、れいぎ正
ただ

しくふ

るまったりすることや、じぶんのことだけでなく相
あい

手
て

のことを考
かんが

え、お

もいやりの心
こころ

をもってせっする心
こころ

のことです。

　また、全
ぜん

国
こく

や世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

から北
ほっ

海
かい

道
どう

をおとずれる人
ひと

たちをかんげい

し、わたしたちのふるさとである北
ほっ

海
かい

道
どう

のよさを伝
つた

えたいという気
き

も

ちも「おもてなしの心
こころ

」です。

「おもてなしハンドブック」の使
つか

い方
かた

　「北
ほっ

海
かい

道
どう

おもてなしハンドブック」は、北
ほっ

海
かい

道
どう

の小
しょうがくせい

学生のみなさん

が、ふだんの生
せい

活
かつ

の中
なか

で「おもてなしの心
こころ

」について自
じ

分
ぶん

で考
かんが

えた

り、ともだちや家
いえ

の人
ひと

と話
はな

し合
あ

ったりしてほしいことをまとめています。

　みなさんには、このハンドブックを「道
どう

徳
とく

」などで使
つか

っている「わ

たしたちの道
どう

徳
とく

」と一
いっ

緒
しょ

に使
つか

い、「おもてなしの心
こころ

」について学
まな

び、

考
かんが

え、よりよい生
せい

活
かつ

を過
す

ごしてほしいと願
ねが

っています。

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

やお家
うち

の人
ひと

と一
いっ

緒
しょ

に読
よ

みましょう。
　北海道道徳教育推進委員会とは全道各地の道徳教育の中心となる小・中
学校の先生などを委員とした委員会です。

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
いえ
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もくじ

おもてなしの心
こころ

「おもてなしハンドブック」のマーク

あいさつ・れいぎ
⇒２～５ページ

思
おも

いやり
⇒６～９ページ

わたしたちのふるさと
⇒１０～１２ページ

ポイント

～みなさんに行
おこな

ってほしいことです。

～じぶんの考
かんが

えを書
か

きこむところです。

～「おもてなし」のヒントです。

～「わたしたちの道
どう

徳
とく

」と関
かん

連
れん

するページです。
わたしたちの道徳

ヒント

かきこみ
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あいさつ・れいぎ わたしたちの道徳ｐ54～ 65

気
き

もちのよいあいさつをしましょう

　あいさつをするとあなたと周
まわ

りの人
ひと

の気
き

も
ちがつながります。
　気

き

もちのよいあいさつをしましょう。

毎
まい

日
にち

のあいさつ

毎
まい

日
にち

、家
か

族
ぞく

やともだちと、どのような気
き

もちで、あいさつをしているか、
書
か

きましょう。

ポイント

○ おはようございます。

○ 行
い

ってきます。

○ こんにちは。

○ しつれいします。

○ よろしくおねがいします。

○ ありがとうございます。

○ さようなら。

かきこみ

わたしたちの道徳

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
に

427558
引き出し線
削除

427558
引き出し線
削除



●3

えがおのわを広
ひろ

げましょう

　家
か

族
ぞく

やともだち、地
ち

域
いき

の人
ひと

とあいさつをすると一人一人がえがおになります。みんな
が気

き

もちよく過
す

ごすことができるよう、進
すす

んであいさつをして、えがおのわを広
ひろ

げましょう。

あいさつで大
たい

切
せつ

にしたいこと

あいさつをされて、えがおになったときのことを、書
か

きましょう。

ポイント

○ 明
あか

るいえがおで

○ 自
じ

分
ぶん

から進
すす

んで

○ 相
あい

手
て

の目
め

を見
み

て

○ 時
とき

と場
ば

を考
かんが

えて

心
こころ

のこもったあいさつは

人
ひと

をえがおにしてくれます。

地
ち

域
いき

の人
ひと

と気
き

もちのよい

あいさつをしましょう。

かきこみ

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
して、みんなが

427558
取り消し線

427558
引き出し線
削除

427558
引き出し線
削除
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れいぎ正
ただ

しくふるまいましょう

　れいぎは相
あい

手
て

を大
たい

切
せつ

にする気
き

もちを行
こう

動
どう

や態
たい

度
ど

としてあらわすものです。周
まわ

りの
人
ひと

と気
き

もちよくすごすことができるよう、れいぎ正
ただ

しくふるまいましょう。

相
あい

手
て

を大
たい

切
せつ

にする気
き

もちを表
あらわ

す

これまでに、れいぎ正
ただ

しいふるまいだと思
おも

ったことを書
か

きましょう。

ポイント

○ 時
じ

間
かん

を守
まも

る。 ○ 相
あい

手
て

の話
はなし

を最
さい

後
ご

まで聞
き

く。

○ ぬいだくつをそろえる。 ○ せいりせいとんをする。

○ 身
み

だしなみをととのえる。 ○ マナーに気
き

をつけて食
しょく

事
じ

をする。

○ 口
くち

に食
た

べ物
もの

を入
い

れて話
はなし

をしない

○ 立
た

ち歩
ある

かない

○ 大
おお

きな声
こえ

を出
だ

さない

かきこみ

相
あい

手
て

を大
たい

切
せつ

にする
心
こころ

をつたえるおじぎ

場
ば

所
しょ

に合
あ

わせたれいぎ

ヒント

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
くふるまった

427558
引き出し線
削除

427558
引き出し線
削除
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相
あい

手
て

の気
き

もちを考
かんが

えて話
はなし

をしましょう

　わたしたちは、毎
まい

日
にち

、家
か

族
ぞく

やともだちと生
せい

活
かつ

しています。周
まわ

りの人
ひと

となかよくなれる
よう、相

あい

手
て

の気
き

もちを考
かんが

えて話
はなし

をしましょう。

話
はなし

をするときに大
たい

切
せつ

にしてほしいこと

これまでに、ともだちの話
はなし

を聞
き

いて、「すてきだな」と思
おも

った話
はな

し方
かた

を書
か

きましょう。

ポイント

① 正
ただ

しく ������������ 正
ただ

しい言
こと

葉
ば

をつかいます。

② 明
あか

るく ������������ えがおと明
あか

るい声
こえ

で話
はな

します。

③ ふさわしく �������� 相
あい

手
て

や場
ば

所
しょ

に合
あ

った声
こえ

の大
おお

きさやはやさで話
はな

します。

④ 最
さい

後
ご

まで ���������� 相
あい

手
て

の顔
かお

を見
み

て話
はなし

を聞
き

きます。

かきこみ

ていねいな言
こと

葉
ば

づかい
ヒント 「ます」「ました」をつけたていねいな言

い

い方
かた

する。した。 します。しました。

行
い

く。行
い

った。 行
い

きます。行
い

きました。

くる。きた。 来
き

ます。来
き

ました。

言
い

う。言
い

った。 言
い

います。言
い

いました。

食
た

べる。食
た

べた。 食
た

べます。食
た

べました。

見
み

る。見
み

た。 見
み

ます。見
み

ました。

427558
引き出し線
削除

427558
引き出し線
削除
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思
おも

いやり わたしたちの道徳ｐ66～ 73

思
おも

いやりの心
こころ

を伝
つた

えよう

　わたしたちは、家
か

族
ぞく

やともだちなどと助
たす

け合
あ

ってくらしています。
　自

じ

分
ぶん

も周
まわ

りの人
ひと

の心
こころ

もあたたかくなるよう、思
おも

いやりの心
こころ

を伝
つた

えましょう。

たいどで

ことばで

思
おも

いやりの心
こころ

を伝
つた

える

思
おも

いやりの心
こころ

を伝
つた

えるには

こうどうで

ひょうじょうで

げんきをだして！
いっしょにあそぼう！

だいじょうぶ？
そばにいるよ。

いま、わたしに
できること

あかるい
えがお

わたしたちの道徳

年
とし

下
した

の子
こ

には
どんなことができますか？

お年
とし

よりには
どんなことができますか？

周
まわ

りの人
ひと

たちには
どんなことができますか？

ポイント

ヒント
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年
とし

下
した

の子
こ

に思
おも

いやりの心
こころ

で接
せっ

したことを書
か

きましょう。

あなたならどうしますか。自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを書
か

きましょう。
かきこみ

「こんなときどうしますか？」①

「年
とし

下
した

の子
こ

が、おうだんほどうを、わたっています。お家
うち

の人
ひと

は、いないようです。」

がつ　　にち 年
とし

下
した

の子
こ

に思
おも

いやりの心
こころ

で接
せっ

したこと

427558
テキストボックス
（すること）

427558
テキストボックス
（わけ）

427558
引き出し線
削除

427558
引き出し線
削除

427558
引き出し線
下げる
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お年
とし

よりに思
おも

いやりの心
こころ

で接
せっ

したことを書
か

きましょう。

あなたならどうしますか。自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを書
か

きましょう。
かきこみ

「こんなときどうしますか？」②

「荷
に

物
もつ

をもったお年
とし

よりがいます。階
かい

段
だん

があってたいへんそうです。」

がつ　　にち お年
とし

よりに思
おも

いやりの心
こころ

で接
せっ

したこと

427558
テキストボックス
７ページと同じ様式
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こまっている人
ひと

に思
おも

いやりの心
こころ

で接
せっ

したことを書
か

きましょう。

あなたならどうしますか。自
じ

分
ぶん

の考
かんが

えを書
か

きましょう。
かきこみ

「こんなときどうしますか？」③

「こうえんで、ないている男
おとこ

の子
こ

がいます。」

がつ　　にち こまっている人
ひと

に思
おも

いやりの心
こころ

で接
せっ

したこと

427558
テキストボックス
７ページと同じ様式
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わたしたちのふるさと わたしたちの道徳ｐ150～ 157

ふるさとのよさを伝
つた

えよう
　北

ほっ

海
かい

道
どう

のゆたかな自
し

然
ぜん

は、世
せ

界
かい

的
てき

にゆうめいです。そのため、世
せ

界
かい

中
じゅう

から北
ほっ

海
かい

道
どう

に多
おお

くの人
ひと

たちがおとずれています。北
ほっ

海
かい

道
どう

をおとずれる人
ひと

たちに北
ほっ

海
かい

道
どう

のよさを
たくさん知

し

っていただきましょう。

自
じ

分
ぶん

がすんでいるまちのために、あなたができることを書
か

きましょう。

自
じ

分
ぶん

がすんでいるまちのじまんを書
か

きましょう。

かきこみ

かきこみ

わたしたちの道徳

観
かん

光
こう

客
きゃく

のお話
はなし

　「見
み

知
し

らぬ街
まち

で、地
じ

元
もと

の小
しょう

学
がく

生
せい

のみな
さんがえがおで話

はな

しかけてくれて心
こころ

が
あたたかくなりました。地

ち

域
いき

の名
めい

所
しょ

な
どもくわしくおしえてくれたので、この
街
まち

がもっと好
す

きになりました。」

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
とても

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
このような

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
ほっかいどう北　海　道にきた人の

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
引き出し線
よさ

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
よさ

427558
テキストボックス
よさをまもっていくために

427558
取り消し線
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　この言
こと

葉
ば

は、アイヌの人
ひと

たちのあいさつで、「こんにちは」の意
い

味
み

です。

　「あなたの心
こころ

にそっとふれさせていただきます。」というあたたかい思
おも

いがこ

められています。北
ほっ

海
かい

道
どう

のおもてなしの合
あい

言
こと

葉
ば

としましょう。

北
ほっ

海
かい

道
どう

のよさを見
み

つけましょう

　「知
しれ

床
とこ

」はその自
し

然
ぜん

の価
か

値
ち

が認
みと

めら
れ、平

へい

成
せい

17年
ねん

７月
がつ

、世
せ

界
かい

自
し

然
ぜん

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されました。「知
しれ

床
とこ

」では、流
りゅうひょう

氷の恵
めぐ

みによって、いろいろな種
しゅ

類
るい

の動
どう

植
しょく

物
ぶつ

が生
せい

育
いく

・生
せい

息
そく

しています。

「イランカラプテ」とは
ヒント

世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

　知
しれ

床
とこ

半
はん

島
とう

　（「はあとふる」より）

　知
しれ

床
とこ

では、魚
さかな

の一
いち

部
ぶ

は、海
うみ

にすむ鳥
とり

や
アザラシ・トドなどに食

た

べられます。ま
た、川

かわ

をさかのぼるサケ・マスは、森
もり

に
すむ鳥

とり

やヒグマなどに食
た

べられます。
　このような関

かん

係
けい

によって知
しれ

床
とこ

の海
うみ

、
川
かわ

、森
もり

はつながっています。

北
ほっ

海
かい

道
どう

に生
せい

息
そく

するヒグマ　（「はあとふる」より）

（お家
うち

の人
ひと

と読
よ

みましょう）

（お家
うち

の人
ひと

と読
よ

みましょう）

　北
ほっ

海
かい

道
どう

には自
し

然
ぜん

のほかにも、じまんできる多
おお

くのよさがあります。多
おお

くの人
ひと

たちに伝
つた

えることができるよう、北
ほっ

海
かい

道
どう

のよさを見
み

つけましょう。

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
生きて

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
いえ

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
いえ
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アイヌの人
ひと

たちの伝
でん

統
とう

的
てき

な楽
がっ

器
き

「ムックリ」（「はあとふる」より）

ホタルのすみかをつくる沼
ぬま

田
た

町
ちょう

のみなさん
（「はあとふる・2」より）

北
ほっ

方
ぽう

領
りょう

土
ど

の色
しこ

丹
たん

島
とう

の自
し

然
ぜん

（「はあとふる」より）

復
ふっ

興
こう

した奥
おく

尻
しり

町
ちょう

の街
まち

並
な

み
（「はあとふる・2」より）

（お家
うち

の人
ひと

と読
よ

みましょう）

　昔
むかし

、沼
ぬま

田
た

町
ちょう

を流
なが

れる川
かわ

にはたくさんのホタルがすんでいましたが、開
かい

発
はつ

が進
すす

むにつ

れ、ホタルの姿
すがた

は次
し

第
だい

に見
み

なくなりました。そこで、「この町
まち

をホタルの里
さと

にしよう」と

思
おも

い立
た

ち、きれいな町
まち

を取
と

り戻
もど

すことにしました。今
いま

ではたくさんのホタルがすむ町
まち

に

なりました。

（「ホタルかがやく町
まち

、沼
ぬま

田
た

」（「はあとふる・２」より））

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
川のよごれなどから

427558
引き出し線
られ

427558
引き出し線
すこしずつ

427558
テキストボックス
いえ



「おもてなしハンドブック」を使
つか

って学
まな

んだことを書
か

きましょう。

2年生

1年生

○ お家
うち

の人
ひと

から

○ お家
うち

の人
ひと

から

○ 学
まな

んだこと

○ 学
まな

んだこと

427558
線

427558
線

427558
線

427558
線

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
いえ

427558
線

427558
線

427558
線

427558
線

427558
取り消し線

427558
テキストボックス
いえ



名　前

小学校　　1年　　組　2年　　組

自
じ

分
ぶん

の生
せい

活
かつ

をふりかえってみましょう

○～よくできた　△～だいたいできた　×～あまりできなかった

項
こう

目
もく

チェックポイント 1年 2年

あいさつ

家
か

族
ぞく

やともだち、地
ち

域
いき

の人
ひと

に気
き

もちのよ
いあいさつをしていますか。

家
か

族
ぞく

やともだち、地
ち

域
いき

の人
ひと

にえがおであ
いさつをしていますか。

れいぎ

時
じ

間
かん

を守
まも

っていますか。

相
あい

手
て

の話
はなし

を最
さい

後
ご

まで聞
き

いていますか。

せいりせいとんをしていますか。

マナーに気
き

をつけて食
しょく

事
じ

をしています
か。

ていねいな言
こと

葉
ば

づかいをしていますか。

思
おも

いやり まわりの人
ひと

にやさしく、親
しん

切
せつ

にしています
か。

私
わたし

たちの
ふるさと

自
じ

分
ぶん

のまちのよさを見
み

つけ、伝
つた

えていま
すか。


